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研究要旨  

脊椎 OPLL に対する手術治療は大きく前方法、後方法に分けられるが、その長短

はまだ不明な点が多い。これまでの手術成績に関する報告は後ろ向きの研究に

基づくものが大半であり、今後、より正確な予後予測や合併症発生率、危険因

子の調査のためには、より多い症例数での前向き調査が必要となってくる。 

全国の主要 OPLL 治療施設が症例登録を行い、多施設大規模前向きに手術成績や

合併症を調査することで、今後の手術治療の安全性向上や治療方法の標準化が

期待できる。 

 

 

Ａ．研究目的 

 頚椎 OPLL の手術成績に関して、従来の後

ろ向き研究に比して、より正確な予後予測

や合併症発生率、危険因子の調査を行うこ

と。 

 

Ｂ．研究方法 

画像、データシートの提供。2018 年度の

新規登録症例数 0例。（累積 7例） 

 

 

Ｃ．研究結果 

当院では解析を実施せず。 

 

 

Ｄ．考察、 

 

 

 

 

 

 

Ｅ．結論 
 
 
 
Ｆ．健康危険情報 
  総括研究報告書にまとめて記載 
 

Ｇ．研究発表 

1.論文発表 

 

 

2.学会発表 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む） 

1.特許取得 

 

2.実用新案登録 

 

3.その他 


